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第16回

夏休 み 自然観察記録 コンクール
懸

◇募 集7月23日 ～9月16日

◇応 募 北海道内の小学校32校 から80点

◇入 選 入賞9点 、佳作20点 、学校賞2校

◇審査委員 伊達佐重(審 査委員長、北海道 自然保護協会常務理事)

坂本雅彦(北 海道新聞野生生物基金事務局長)佐 藤 謙(同 協会会長)

在田一則(同 副会長)福 地郁子(同 常務理事)

江部靖男(同 常務理事)久 野裕之(同 理事)

横山武彦(同 理事)堀 繁久(北 海道開拓記念館学芸員)

◇主 催 ㈲北海道 自然保護協会

北海道新聞社

側)北海道新聞野生生物基金

第16回 夏休み自然観察記録 コンクールの審査

会が9月29日 、北海道自然保護協会内で開かれ、

入賞、佳作合わせて29点 と学校賞2校 が決 まっ

た。最高賞の金賞には札幌市立真駒内緑小6年 の

堀江まいさんの 「砂浜の漂着物」が選ばれた。

その他の入賞、佳作は以下の通 り(敬 称略)。

▽銀賞 名郷根慧(札 幌市立大倉山小2年)「 セ ミ

のけんきゅう」、早田秀平(札 幌市立真駒内緑小4

年)「 真駒内公園巨大キノコさがし」

▽銅賞 櫛引駿斗(札 幌市立大倉山小1年)「 ひょ

うほんばこ」、能代谷亜門(同 小2年)「 トマ トの

せいちょう」、金澤寿靖(札 幌市立円山小2年)「 モ

クズガニのかんさつ」、矢部達之(札 幌市立真駒内

緑小3年)「 野菜の観察」、中崎千尋(札 幌市立北

都小4年)「 ガマの秘密」、徳山芳樹(札 幌市立藤

野小6年)「 コオニヤンマの観察」

▽佳作 佐藤帆(札幌市立大倉山小1年)、 谷藤全

(道教育大付属函館小1年)、 西村弥菜(伊 達市立

伊達小1年)、 阿部丈一朗(札 幌市立大倉 山小2

年)、 池田武蔵(同)、 吉川貴一朗(同)、 須田ゆめ

か(札 幌市立真駒内緑小2年)、 上林祐太(旭 川市

立西御料地小3年)、 芳賀美月(札 幌市立大倉山小

3年)、 三上桃花(札 幌市立真駒内緑小3年)、 奥

津:菜摘子(同 小4年)、 加藤奈津子(同)、 千葉み

ずき(同)、 鈴木壮太郎(大 空町立女満別小4年)、

、

金賞 堀江 まいさん(札幌市立真駒内緑小6年)「砂浜の漂着物」

125



石川龍星(函 館市立金堀小5年)、 小森悠生(豊 富

町立兜沼小5年)、 小出斎(江 別市立野幌小6年)、

古村花織(札 幌市立真駒内緑小6年)、 鈴木静八(札

幌市立大倉山小6年)、 西川実里(同)

▽学校賞 札幌市立大倉山小、札幌市立真駒内緑

小

成功の鍵 審査委員長 伊 達 佐 重

堀江 まい さん は海岸 に打 ち上 げられた漂着物 を

探 し、 レンズの力 も借 りてま とめ上 げました。誰

も目を向 けていなかった事 に気づいた点が成功 し

ました。名郷根 慧 さんはセ ミの大 きさ、鳴 き声、

羽化 までの様 子な ど、違 いに こだわ って詳 し く調

べ あげました。 よ く見 て感 じた事 を素直 に表現 し

ています。早田秀平 さんは、公園の どこにどんな

キノコが あるか を地 図上 に表 したのが良かったで

す。今後 も継 続 して追 ってほ しい課題 です。

櫛引駿斗 さんの 「ひ ょうほんばこ」 は、発泡 ス

チロールの底 と4つ の側面 を立体的 に使 ったアイ

デアが評価 され ました。能代谷亜門 さん は トマ ト

を育 てなが ら詳 し く調 べて、分か りやすい絵 と説

明が光 りました。金沢寿靖 さんはモ クズガニ を細

か く観察 し、実 に詳 し く記録 しました。昨年 よ り

大 き く進歩 してい ます。矢部達之 さんは庭 の野菜

銀賞 早田秀平君(札 幌市立真駒内緑小4年)

「真駒内公園巨大キノコさが し」

の成 長 ぶ りを4週 間 にわた って記録 を続 け ま し

た。 ま とめ をクイズ形式 にしたの は、知識 を確実

に自分の もの にするた めに も有効 ですね。 中崎千

尋 さん は、水辺 に生 えているガマの茎 や穂や茎 の

切断面 を拡 大の 目で眺 めなが ら細 かい点 まで見 つ

めました。徳 山芳樹 さんのコオニヤ ンマの絵 は細

か い線 を生か して見事 な出来栄 えで した。

毎年新 しい題 を決 めて取 り組む人 や、一 つの事

を何年間 も続 けて研究す る人 もい ます。観察 の基

本 は、 自分の 目で しっか り見て スケ ッチ し、見 た

事 や感 じた事 をその ままの言葉 で文 にす るの で

す。人が誰で も見 てい る事 の中か ら、誰 も考 えな

かった事 を思 い つ くのが成功 の鍵 か もしれ ませ

ん。 みなさんの 自由 自在 な考 え方や、いい思 いつ

きが大切 なのです。来年 の挑戦 を期待 してい ます。

爆

銀賞 名郷根慧君(札 幌市立大倉山小2年)

「セミのけんきゅう」

126


